
九
州
大
学
座
談
会

目
標
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
久
保
氏

久保氏（九州大学総長）

月形氏（糸島市長）

谷
川
　
浩
道
た
に
が
わ
　
　
ひ
ろ
み
ち
氏
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
頭
取

久
保
く
ぼ
　
千
春
ち
は
る
氏
九
州
大
学
総
長

生
野
し
ょ
う
の
　
岳
志
た
け
し
氏
明
和
製
作
所
社
長

月
形
つ
き
が
た
　
祐
二
ゆ
う
じ
氏
糸
島
市
長

出席者

〈
司
会
〉
長
野
光
博
日
刊
工
業
新
聞
社
執
行
役
員
西
部
支
社
長

産学官金連携　柔軟かつ強固に
　
九
州
大
学
は
現
在
、
福
岡
県
糸
島
市
と
福
岡
市
西
区
に
ま
た
が
る
「
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
」
へ
の
主
要
施
設
の

い

と

移
転
を
進
め
て
い
る
。
開
発
は
学
内
で
の
施
設
建
設
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
環
境
整
備
に
も
及
ぶ
。
さ
ら
に
大

学
の
存
在
は
、
関
係
機
関
と
の
共
同
研
究
・
事
業
を
通
じ
て
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
、
地
域
貢
献
な
ど
幅
広
い

効
果
を
生
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
九
大
と
連
携
を
組
む
自
治
体
と
企
業
、
金
融
機
関
の
「
産
学
官
金
」
に
よ
る
座

談
会
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
地
域
振
興
の
あ
り
方
を
見
る
。

地
域
資
源
に
磨
き
か
け
る
月
形
氏

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２８日 金曜日 　　

　
―
糸
島
市
は
大
学
と
の
連

携
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
月
形
　
九
大
の
知
的
資
源

や
学
生
の
若
い
力
を
活
用
し

て
課
題
を
解
決
し
、
糸
島
ブ

ラ
ン
ド
の
地
域
資
源
に
生
か

す
。
産
学
官
金
の
連
携
を
強

く
し
な
が
ら
企
業
育
成
も
図

り
た
い
。
地
域
を
研
究
フ
ィ

ー
ル
ド
に
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
先
進
的
な
実
証
実
験
を

展
開
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
も
な

る
。
総
務
省
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ

く
り
推
進
事
業
」
の
採
択
は

九
大
が
あ
っ
た
か
ら
。
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
い
と
ゴ
ン
カ
ー

ド
」
を
２
万
５
０
０
０
枚
配

布
し
、
災
害
時
の
避
難
住
民

の
確
認
や
小
学
生
の
見
守
り

な
ど
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

九
大
と
は
お
年
寄
り
用
歩
行

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
を
開
発

中
。
生
野
社
長
が
話
さ
れ
た

小
水
力
発
電
で
は
観
光
地

「
白
糸
の
滝
」
で
実
証
し
て

お
り
、
白
糸
地
区
全
体
を
小

水
力
で
ま
か
な
う
夢
も
あ

る
。
観
光
資
源
や
農
林
水
産

物
は
福
岡
都
市
圏
で
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
加
え
て
新
し

い
も
の
、
ま
た
磨
き
を
か
け

る
意
味
で
九
大
の
シ
ー
ズ
を

活
用
し
た
い
。

　
―
産
業
界
、
市
と
の
連
携

は
活
発
だ
が
、
大
学
と
し
て

ど
う
進
め
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
期
待
を
持
ち
ま
す
か
。

　
久
保
　
本
学
は
創
立
１
０

０
周
年
に
あ
た
り
、
目
指
す

姿
を
九
つ
挙
げ
た
。
最
初
に

あ
る
の
が
社
会
の
課
題
に
応

え
る
大
学
。
そ
の
ほ
か
社
会

と
の
関
係
で
知
の
蓄
積
と
継

承
、
発
信
を
推
進
す
る
大
学

だ
。
月
形
市
長
か
ら
も
あ
っ

た
が
、
社
会
連
携
事
業
で
は

年
度
に

事
業
を
行
っ
た

う
ち
、
糸
島
市
と
７
部
局
な

ど
で

テ
ー
マ
を
実
施
し

た
。
ま
さ
に
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
お
り
、
九
大
も
新

た
な
研
究
を
進
め
る
シ
ー
ズ

に
な
る
。
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
と
い
う

手
法
に
よ
る
、
大
学
が
持
つ

シ
ー
ズ
と
知
識
の
製
品
化

を
、
医
学
界
だ
け
で
な
く
産

業
界
で
も
進
め
た
い
。

　
―
ど
の
立
場
で
も
連
携
が

重
要
だ
と
い
う
認
識

は
同
じ
で
す
。
成
果

を
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト

を
ど
う
考
え
ま
す

か
。

　
生
野
　
産
業
界
で

成
果
と
い
え
ば
事
業

化
で
、
そ
れ
に
向
け

て
悪
戦
苦
闘
中
だ
。

連
携
や
マ
ッ
チ
ン
グ

は
地
域
や
パ
ー
ト
ナ

ー
の
ニ
ー
ズ
、
特
性

に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
事
。
一
般
的
に

産
学
官
連
携
は
大
学
の
シ
ー

ズ
を
企
業
が
実
用
化
す
る
図

式
が
典
型
的
だ
が
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば

小
水
力
発
電
の
連
携
で
は
九

大
の
島
谷
研
究
室
は
国
際
連

携
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
要

素
技
術
は
当
社
も
含
め
た
地

場
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し

て
い
る
。
小
水
力
発
電
で
は

地
域
合
意
形
成
や
自
治
体
と

の
連
携
、
投
資
回
収
計
画
な

ど
が
技
術
要
素
以
上
に
重
要

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
や

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
ベ
ス

ト
な
組
み
合
わ
せ
で
応
え
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
谷
川
　
久
保
総
長
が
言
わ

れ
た
社
会
の
課
題
に
応
え
る

大
学
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に

我
が
意
を
得
た
り
だ
。
「
象

牙
の
塔
」
に
閉
じ
こ
も
る
の

で
な
く
産
業
界
・
経
済
界
、

国
際
社
会
に
門
戸
を
開
い
て

き
た
姿
勢
を
大
切
に
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
基
本
的
な
願

い
。
た
だ
、
そ
の
姿
勢
は
中

核
に
な
る
人
だ
け
で
な
く
、

教
育
機
関
と
し
て
ど
ん
ど
ん

人
を
育
て
て
ほ
し
い
。

年

の
文
部
科
学
省
「
大
学
改
革

実
行
プ
ラ
ン
」
を
見
る
と
、

主
体
的
に
考
え
て
行
動
で
き

る
人
材
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
創
出
す
る
人
材
な
ど

人
材
育
成
を
強
調
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
人
材
は
産

業
界
は
じ
め
各
界
が
求
め
て

い
る
。
特
に
圧
倒
的
な
存
在

感
を
有
す
る
九
大
で
育
成
し

て
ほ
し
い
。
自
治
体
と
の
連

携
状
況
を
月
形
市
長
に
聞
き

驚
い
た
が
、
当
行
も
銀
行
と

し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
だ
け
で
な

く
、
能
動
的
に
手
伝
い
た

い
。

　
月
形
　
谷
川
頭
取
も
言
わ

れ
た
が
、
開
か
れ
た
大
学
と

し
て
地
域
と
一
緒
に
進
む
姿

勢
を
続
け
て
ほ
し
い
。
九
大

と
連
携
を
深
め
る
上
で
、
市

・
大
学
・
企
業
が
課
題
を
情

報
共
有
し
、
各
者
が
強
み
を

生
か
す
の
が
大
事
だ
。
市
で

は
九
大
と
人
事
交
流
を
進
め

て
い
る
。
市
職
員
研
修
の
政

策
企
画
塾
に
は
先
生
に
参
画

い
た
だ
い
て
お
り
、
九
大
産

学
官
連
携
本
部
に
は
職
員
を

派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
研
究

を
お
願
い
す
る
だ
け
で
な

く
、
大
学
と
市
の
両
者
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
関
係
を
築
く

の
が
大
切
。
さ
ら
に
市
民
や

学
生
レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め

る
に
は
、
市
民
全
体
が
学
術

研
究
都
市
で
生
活
し
て
い
る

と
い
う
意
識
を
情
報
発
信
を

通
じ
て
醸
成
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
こ
れ
は
市
の
責
任

だ
。

　
―
３
人
の
声
を
聞
い
て
久

保
総
長
か
ら
は
。

　
久
保
　
産
学
官
連
携
本
部

で
連
携
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
れ
を
さ
ら
に
深
め
る
に
は

情
報
共
有
の
場
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
人
事
交
流
に
加
え
て
、
人

材
供
給
に
よ
り
信
頼
関
係
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
い

う
部
分
か
ら
深
め
ら
れ
る
。

　
―
九
州
大
学
は
２
０
１
１

年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
、
「
九
大
百
年
、
躍
進
百

大
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た

今
年

月
に
は
新
総
長
と
し

て
久
保
千
春
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
総
長
か
ら
自
己
紹
介

と
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
久
保
　
１
９
７
３
年
に
九

大
医
学
部
を
卒
業
後
、
心
療

内
科
に
入
局
し
た
。
基
礎
研

究
と
し
て
免
疫
学
を
約
７
年

間
研
究
。
米
国
に
２
年
間
留

学
し
、
食
事
と
免
疫
、
寿
命

に
関
す
る
研
究
を
し
た
。
そ

の
後
、
国
立
南
福
岡
病
院

現
・
国
立
病
院
機
構
福
岡

病
院

勤
務
を
経
て
、

年

に
九
大
心
療
内
科
に
戻
っ

た
。

年
に
内
科
の
教
授
と

な
り
、

年
か
ら
６
年
間
九

州
大
学
病
院
長
を
務
め
た
。

長
く
九
大
に
い
た
が
、
こ
の

月
１
日
に
第

代
総
長
に

就
い
た
。
抱
負
と
し
て
大
き

く
四
つ
を
述
べ
た
。
一
つ
は

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育

・
研
究
・
診
療
拠
点
で
あ
る

こ
と
。
二
つ
目
は
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
。
三
つ
目
が

産
学
官
連
携
の
推
進
だ
。
社

会
と
と
も
に
発
展
す
る
大
学

と
し
て
、
社
会
と
の
連
携
を

推
進
し
た
い
。
四
つ
目
に
箱

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
伊
都
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
の
移

転
と
、
残
る
３
キ

ャ
ン
パ
ス
の
整
備

推
進
を
考
え
て
い

る
。

　
―
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
学
内
施

設
の
建
設
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま

す
。

　
久
保
　

年
に

始
ま
り
、
ち
ょ
う

ど

年
目
。
有
川

節
夫
前
総
長
が
進
め
て
こ
ら

れ
、

年
に
第
３
期
に
入
っ

た
。

年
度
ま
で
に
完
成
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　
―
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
で
、

大
学
と
糸
島
市
の
関
係
は
密

接
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
月
形
　
九
大
の
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
を
契
機
に
、
旧

１
市
２
町
が
産
業
振
興
や
教

育
な
ど
に
関
す
る
連
携
協
力

協
定
を
結
ん
だ
。
糸
島
市
に

合
併
し
た

年
以
後
、
１
０

０
を
超
え
る
連
携
や
交
流
事

業
を
行
っ
て
き
た
。
行
政
上

や
地
域
の
課
題
、
地
域
資
源

の
利
活
用
に
つ
い
て
知
的
資

源
を
使
っ
た
連
携
研
究
・
共

同
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

九
大
に
は
「
九
州
大
学
学
術

研
究
都
市
」
の
核
と
し
て
、

世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
・
研
究

を
通
じ
た
地
域
産
業
の
活
性

化
と
地
域
へ
の
還
元
に
期
待

す
る
。
糸
島
市
内
に
「
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
研
究
試
験

セ
ン
タ
ー

ハ
イ
ト
レ
ッ

ク

」
「
三
次
元
半
導
体
研

究
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
立
地

し
た
の
は
九
大
が
あ
る
か
ら

こ
そ
。
関
連
企
業
や
研
究
機

関
の
誘
致
に
も
期
待
す
る
。

九
大
生
の
起
業
も
金
融
機
関

の
協
力
を
得
て
支
援
し
た

い
。
ま
た

年
に
１
万
８
０

０
０
人
規
模
と
な
る
教
職
員

・
学
生
に
は
、
糸
島
に
定
住

し
て
ほ
し
い
。

　
―
明
和
製
作
所
は
九
大
生

の
定
住
促
進
で
協
力
す
る
な

ど
、
糸
島
市
や
九
大
と
の
連

携
に
積
極
的
で
す
。

　
生
野
　
当
社
は
創
業

年

の
モ
ー
タ
ー
製
造
会
社
で
典

型
的
な
中
小
企
業
。
新
規
事

業
で
小
型
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

用
モ
ー
タ
ー
開
発
に
取

り
組
む
中
、
電
動
バ
イ
ク
が

九
大
生
の
定
住
化
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
で
、
市
の
レ
ン

タ
ル
事
業
に
協
力
し
て
い

る
。
国
土
交
通
省
の
超
小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
事
業
も
市

と
実
施
し
て
い
る
。
な
ぜ
小

型
Ｅ
Ｖ
や
電
動
バ
イ
ク
に
取

り
組
ん
だ
か
と
い
う
と
、
同

じ
こ
と
を
や
っ
て
も
成
長
で

き
な
い
か
ら
だ
。
も
と
は
三

菱
電
機
の
協
力
企
業
で
電
動

工
具
を
製
造
し
て
い
た
。

年
に
現
在
の
糸
島
市
に
移
転

し
た
が
、
県
外
の
顧
客
ば
か

り
で
地
域
と
関
わ
り
が
薄
か

っ
た
。

年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
を
機
に
自
社
の
存
在

意
義
を
問
い
直
し
、
モ
ー
タ

ー
技
術
を
生
か
し
た
環
境
貢

献
と
、
糸
島
の
自
然
と
観
光

と
い
う
地
域
性
を
生
か
し
つ

つ
九
大
学
研
都
市
に
貢
献
す

る
こ
と
を
企
業
使
命
に
定
め

た
。
大
学
と
は
産
学
官
連
携

の
中
で
技
術
や
競
争
力
を
高

め
た
い
。

　
―
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
は

大
学
、
地
域
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

　
谷
川
　
銀
行
の
役
割
の
一

つ
は
本
業
で
あ
る
預
金
や
為

替
決
済
の
取
引
だ
が
、

年

の
国
立
大
学
法
人
化
で
、
融

資
取
引
を
通
じ
た
金
融
機
関

と
し
て
の
本
当
の
意
味
で
の

つ
な
が
り
が
発
生
し
た
。
も

う
一
つ
は
経
営
方
針
で
あ
る

地
域
と
の
共
栄
。
ど
う
地
域

と
連
携
し
、
産
学
官
の
連
携

に
入
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。

連
携
は
経
済
学
分
野
で
は

年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り

「
若
手
企
業
人
・
学
生
の
た

め
の
国
際
経
済
・
経
営
講

座
」
を
年

回
程
度
実
施
し

た
。
九
大
の
学
生
を
中
心
に

社
会
人
も
参
加
、
久
保
田
勇

夫
前
頭
取

現
会
長

も
国

際
経
済
に
つ
い
て
講
義
し

た
。
そ
の
後
も
毎
年
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

理
学
分
野
で
は
シ
ー
ズ
発
表

会
を
通
じ
て
連
携
し
、
研
究

成
果
と
地
元
企
業
の
商
品
化

を
橋
渡
し
す
る
。

　
―
期
待
に
つ
い
て
は
。

　
谷
川
　
期
待
は
久
保
総
長

が
方
針
と
し
て
話
さ
れ
た
、

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育

・
研
究
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
、
産
学
官
の
連
携
推

進
だ
。
特
に
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
研
究
が
進
む
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス

Ｅ
Ｌ

や
水
素
の
分
野

は
地
域
産
業
へ
影
響
も
大
き

い
。
日
本
の
元
気
に
は
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
る

よ
う
な
研
究
が
核
と
な
り
、

産
業
が
発
展
す
る
流
れ
が
大

事
。
九
大
の
役
割
は
極
め
て

重
要
だ
。

　
―
産
学
官
連
携
は
金
融
が

加
わ
っ
た
「
産
学
官
金
」
と

い
う
形
で
実
の
あ
る
も
の
に

な
り
ま
す
。
３
月
に
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
は
九
大
と
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　
谷
川
　
九
大
は
知
の
塊
の

よ
う
な
世
界
で
、
研
究
成
果

と
技
術
シ
ー
ズ
と
い
う
膨
大

な
知
的
財
産
を
抱
え
て
い

る
。
一
方
で
産
業
界
は
技
術

シ
ー
ズ
へ
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。
当
行
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
金
融
経
済
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
融
合
さ
せ
れ
ば
、
学

術
発
展
と
地
域
発
展
の
両
方

を
満
た
し
て
寄
与
で
き
る
。

　
―
企
業
側
で
の
九
大
と
の

具
体
的
な
産
学
連
携
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

　
生
野
　
中
小
企
業
が
大
企

業
に
協
力
し
て
い
れ
ば
生
き

て
い
け
る
時
代
は
過
ぎ
去
っ

た
。
独
自
技
術
に
よ
る
競
争

力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

か
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
独
自

の
研
究
開
発
予
算
も
研
究
所

も
な
い
。
そ
こ
を
大
学
に
補

完
し
て
も
ら
い
、
技
術
レ
ベ

ル
向
上
の
て
こ
に
な
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
だ
。
希
土
類

レ
ア
ア

ー
ス

を
使
わ
な
い
Ｓ
Ｒ
モ

ー
タ
ー
の
開
発
は

年
以
上

前
か
ら
福
岡
工
業
大
学
と
進

め
て
き
た
が
、
九
大
の
移
転

を
機
に
糸
島
市
か
ら
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
も
ら
っ
た
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
の
山
本
元
司
教
授
に

制
御
技
術
の
指
導
を
受
け

た
。

　
―
糸
島
市
で
小
水
力
発
電

の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
野
　
九
大
と
小
水
力
発

電
を
推
進
し
て
い
る
糸
島
市

か
ら
の
要
請
で
発
電
機
の
部

分
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ

た
時
に
、
島
谷
幸
宏
教
授
と

の
共
同
研
究
で
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術

革
新
事
業
」
に
応
募
し
採
択

さ
れ
た
。
今
年
度
は
３
年
目

の
フ
ェ
ー
ズ
Ｃ
で
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
当
社
の
独
自
性
と
し

て
Ｅ
Ｖ
用
モ
ー
タ
ー
を
応
用

し
て
１

―

の
低
回

転
小
出
力
に
最
適
な
発
電
機

を
開
発
し
、
電
動
バ
イ
ク
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
蓄
電
池
と
し

て
活
用
す
る
。
ま
た
島
谷
研

究
室
で
は
水
車
な
ど
の
適
正

技
術
開
発
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
国
際
連
携
を
進
め
、

月
か
ら
「
小
水
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
コ

ア
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。


